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目的

弱視児童生徒を対象にした拡大教科書の利用実態

方法

結果
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--2011年度 全国調査の概要--

　教科書バリアフリー法の施行により拡大教科書の発行点数や給与の実績は増加している。
2011年度は、小学校の検定教科書280点の内、278点の拡大教科書が発行されるに至っ
ている。しかし、これらの拡大教科書が弱視児童生徒に有効に活用されているかどうか、ま
た、現行の拡大教科書に問題点がないかどうかに関しては、事例的な報告しかなされていな
い。そこで、これらの拡大教科書の利用実態について、全国調査を実施した。

第２次調査

第１次調査 　弱視児童生徒の実態把握のため、全国の市区町村教育委員会等398
箇所と盲学校70校にアンケート調査を実施。

　第１次調査で明らかになった拡大教科書の給与を受けている弱視児
童生徒（1,158人）に対して、アンケート調査を実施。

第２次調査

第１次調査 　教育委員会から331件（回収率83.2%）、盲学校から70校（回収率
100.0%）の回答。1,158人の弱視児童生徒の存在が判明。

　弱視児童生徒935人（通常学級528人、弱視学級187人、盲学校
220人）から有効回答あり。以下、主な結果を示す。

【利用している拡大教科書】
　935人が利用している拡大教科書の総数は
5,946冊（通常学級3,335冊、弱視学級979冊、盲
学校1,632冊）であり、最小値１冊、最大値17冊、最
頻値・中央値６冊、平均値6.4冊であった。

人数 比率 人数 比率 人数 比率 人数 比率

反転希望 131 14.1% 121 13% 4 0.4% 256 27.6%

反転不要 215 23.2% 396 42.7% 27 2.9% 638 68.8%

無回答 8 0.9% 21 2.3% 5 0.5% 34 3.7%

計 354 38.1% 538 58% 36 3.9% 928 100%

まぶしい まぶしくない 無回答 計

＜白黒反転の必要性と「まぶしさ」のある児童生徒の割合＞

＜提示したサンプル教科書の例＞
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【回答者のプロフィール】 ＜視力の分布＞

＜視力以外の見えにくさ＞

＜利用している拡大教科書の文字サイズ＞＜児童生徒数と拡大教科書の冊数＞

＜拡大教科書に対する満足度＞ ＜改良を希望する点（3,340冊中）＞
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